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学 校 法 人 今 村 学 園 

 

 

 

 

 



１．法人の概要 

名 称  学校法人 今村学園（昭和 26年９月 19日法人設立） 

代表者  理事長 瀧本 一慶     

住 所  高槻市高槻町３番１６号   

電 話  072-685-0247 

ＦＡＸ  072-683-3685 

HP    https://www.imamura-gakuen.ed.jp/ 

 

設置する施設名  

① 名 称 幼保連携型認定こども園 いまむらこどもえん／園長：岡田美保 

        住 所 高槻市高槻町 3番 16 号  

電 話 072-685-0247 

        ＦＡＸ 072-683-3685 

② 名 称 小規模保育園 necco きたその／施設長：橋本紀子 

        住 所 高槻市北園町 2番 22 号  

電 話 072-668-2751 

        ＦＡＸ 072-668-2752 

③ 名 称 小規模保育園 necco たかつき／施設長：中谷恵美子 

        住 所 高槻市高槻町 6番 3 号  

電 話 072-669-9907 

        ＦＡＸ 072-669-9908 

役 員 

 理 事  5 名 

 監 事  2 名 

 評議員  11 名 

 理事会   4 回開催 

 評議員会 4 回開催 

 職 員 73 名（内常勤 43名） 

  

２．事業概要 

いまむらこどもえん  

 ≪保育・教育方針≫ 

    生きること、学ぶことの 根っこを育てる 

 ≪保育・教育内容≫ 

   ・自然に触れていろいろなことを感じる心身を育てる 

   ・本当のことを知ろうとする意欲を育てる 

   ・素直に表現し、創造する喜びを育む 

   ・友だちを大切に思う心を育てる 



 ≪園児数≫2024.3月末 

いまむらこどもえん定員 1号児 48 名 2.3号児 99名 

 R5 年度 クラス数 

０才 9 1 

１才 18 1 

２才 24 1 

３才 55 異年齢

クラス 

6 
４才 54 

５才 53 

合計 213 9 

 

necco きたその 定員 0歳児 3名 1歳児 8名 2歳児 8 名 

 R4年度 クラス数 

０才 3 1 

１才 8 1 

２才 8 1 

合計 19 3 

         

 necco たかつき 定員 0歳児 3名 1歳児 8名 2歳児 8 名 

 R4年度 クラス数 

０才 3 1 

１才 8 1 

２才 8 1 

合計 19 3 

 

 

≪保育時間≫ 

  １号認定こども  月～金曜日 午前８時３０分～午後２時００分(～午後 3時半) 

2・3号認定こども 月～土曜日 午前７時００分～午後７時００分 

 

≪公定価格≫    

  利用者負担金 1・2号認定こども 保育料無償 

3号認定こども 高槻市で定められた額 

 

≪教育充実費≫ 

     1号認定子ども 3歳児 月額 13,000 円  4・5歳児 月額 15,000円 

     2号認定子ども 3歳児 月額 14,000 円  4・5歳児 月額 16,000円 



≪実費徴収≫ 

 1号 主食費 2,000円/月+副食費 4,500円/月+おやつ代 900円/月=合計 7,400円/月 

 2号 主食費 2,500円/月+副食費 5,600円/月+おやつ代 1,600円/月=合計 9,700円/月 

 3号 午睡用コットリース 800円/月 布おむつ、エプロン、おしぼりリース代 200円/月  

 

≪その他の費用≫ 

  検定料(幼児)：7,000 円（連携園 5,000 円） 進級・入園受入準備費（幼児）50,000

円 

  入園時購入：個人持ち用品・被服代（幼児）  約 17,000円 

 

≪一時預り保育料金≫ 

  ●１号認定こども（利用については回数の制限あり、新 2号常時利用児については制限なし） 

  月・火・木・金  

午前の部 午前 7時～8時 10分    5 円/分 

午後の部 午後 4時～6時    150円/30分  

午後 6時～7時    300円/30分 

        

  水曜日など半日保育日 

     午前 11 時 30分～午後 6時 150円/30分  

         以後上記に同じ  長期休暇の預かり保育もあり 

 

≪延長保育料金≫ 

●２号認定こどもはそれぞれ認定された時間以降は１号認定こどもに同じ 

●３号認定こども       

     午前 7時～8時（8時半）7円/分 

     午後 4時～6時 7円/分 

午後 6時～7時 15円/分 

 

 

≪未就園児親子クラス日時≫ 

  ●まめっちょくらぶ  

毎週火曜日 10時～11時（4・8月は除く） 

 

 

≪行事実施状況≫ 

園外保育、畠活動、園庭・原の田おこし・田植え・収穫、七夕の集い、おはなわくわく会、 

うんどうの日、いまむらふぁみりー！、クリスマス会、餅つき、耐寒登山、節分の集い  

歌とリズムと朗読の会、卒園式等 



≪施設関係≫ 

園舎面積 １，８３７．６３㎡  

園庭面積 ７３１．５３㎡ 

 

≪設備関係及び事業内容≫ 

2023年 8月いまむらこどもえん３F保健室の拡充をし、体調不良児が安心して休息できる

ように整備した。 

保護者も保育者も子どもも、共に毎日を楽しもうという趣旨で、『いまむらふぁみりー！』

と題し、様々な活動、ワークショップなどを企画し、保護者の参加を得た。 

また、90周年を記念し 1年を通して保育教育内容を映像で残すなど、記録に努めた。 

 

＜いまむらこどもえん＞ 

幼児クラスでは異年齢保育 3年目となり、遊びや生活の中での様々な活動を通し、ゆっ

くりであってもしっかりと育ち合うこと、子どもたちの話し合いで物事を進めることがで

きるよう配慮した。 

引き続き、高槻の里山、原地区において自然の中で活動し、様々な自然の美しさや驚き 

に触れ、表情や言葉、絵に表すことを通して友達や保育者と共感することを大切にした。 

原では米・さつま芋を、園の畠においては大豆を 2 クラスずつで責任 をもって栽培した。 

子どもたちだけではなく、広く保護者の方にも活動の参加を呼びかけ、子どもたちの感じ 

たことを追体験していただき、保育・教育内容への理解を深めることができた。 

安心と安全をより確かなものにするため、事故防止のマニュアルの整備に努めた。 

 

乳児は育児担当保育により、個々の育ちをじっくり見ながら必要な援助をし、穏やかに 

毎日を過ごすことができた。  

 

子育て支援については、5月下旬より園庭開放まめっちょを再開し、多くの親子の来園 

者に対応し、子育て相談を受けるなどした。 

一般を対象に乳児、幼児とも園の見学会を実施し、多くの来園者（乳児約 100名、幼児約 

80名）に保育の状況や園舎内外の見学、保育教育方針などをお伝えすることができた。 

在園の保護者に関しては担任や園長およびキンダーカウンセリングを利用していただく

など随時疑問点や様々な相談に応じ、子育ての悩みの軽減に寄与した。 

 

＜小規模保育園 necco きたその・たかつき ＞ 

今村学園の保育理念のもと無事一年を終えることができた。 

いまむらこどもえん乳児クラスとも連携を取り、情報交換を密にすることによって、安心

安全な保育環境の構築に努めた。 

 

 



＜まとめ＞ 

コロナ禍も明け行事や通常の保育教育活動もほぼ問題なく実施することができた。 

いまむらふぁみりー！の活動については初年度ではあったが、necco きたその、たかつ

きの保護者の方々も含め、様々な方々の参加を得ることができた。また、多くの方が集

まることも問題なくなったので、フォトジャーナリストの長倉洋海さんの講演会も以前

のように実施することができた。「普段どちらかというと避けている、戦争や平和のこ

とについて、じっくり考えてみる機会を得た」等と好評であった。 

 

保育・教育内容の発信として、クラスだより、園だより、インスタグラム,幼児では行

事に向けての期間限定の写真・動画共有アプリでの発信をする等、工夫した。 

 

創立 90 周年を迎え、主な保育活動や行事、子どもたちの姿、園が大切にしていること

など、1年を通して J:com さんに、取材をしていただき、創立 90 年現在の『今村学園』

の姿を 1,000 時間に渡って動画で記録していただいた。来年度の式典ではそのエッセン

スを 30分にまとめ、記念番組として上映する予定である。（J:com チャンネルでも放送）

5月 12日（日）記念式典の実施、12月には 90周年現在の記念誌を兼ねた新しいコンセ

プトブックの発行を目指したい。 

 

安全な環境の整備を目指し、様々なマニュアルの見直しを図り、職員間で共有した。 

 

今後も、小規模保育園 neccoきたその、necco たかつき、いまむらこどもえんが一体と

なり、様々な活動を通し、どの施設、どの年齢の子どもも、身体で感じ、考え、自ら動

くことができるよう、保護や者保育者も共に協力し合って過ごしてゆけるよう環境を整

えたい。 


